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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中空円筒形状のフードが円筒形状の内視鏡の先端部の外周面に該先端部から突出した状
態で装着される、内視鏡のフードの取付構造において、
　前記内視鏡の先端部は樹脂材で形成されており、
　前記フードは透明性を有する樹脂材で形成されており、
　前記内視鏡の先端部の外周面に雄ねじ部が設けられており、前記フードの内周面に該雄
ねじ部と螺合する雌ねじ部が設けられており、
　前記雌ねじ部および前記雄ねじ部が丸ねじ又は台形ねじで構成されており、
　前記雄ねじ部が前記先端部の先端側に食付き部を有する、
内視鏡のフードの取付構造。
【請求項２】
　前記食付き部の食付き角が２０°～３０°である、
請求項１に記載の内視鏡のフードの取付構造。
【請求項３】
　中空円筒形状のフードが円筒形状の内視鏡の先端部の外周面に該先端部から突出した状
態で装着される、内視鏡のフードの取付構造において、
　前記内視鏡の先端部は樹脂材で形成されており、
　前記フードは透明性を有する樹脂材で形成されており、
　前記フードの内周面あるいは前記内視鏡の先端部の外周面のいずれか一方に雌ねじ部が
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設けられており、他方に、該雌ねじ部と螺合する雄ねじ部が設けられており、
　前記雌ねじ部および前記雄ねじ部が丸ねじ又は台形ねじで構成されており、
　前記フードの内周面に設けられる雌ねじ部あるいは雄ねじ部の領域が、前記内視鏡の先
端部の外周面に設けられる雄ねじ部あるいは雌ねじ部の領域よりも広い、
内視鏡のフードの取付構造。
【請求項４】
　前記フードの内周面に設けられる雌ねじ部あるいは雄ねじ部の領域は、前記内視鏡の先
端部の観察対象物あるいは処置対象物と対向する面よりもはみ出さない、
請求項３に記載の内視鏡のフードの取付構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の先端部に装着するフードの取付構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の挿入部の先端に装着するフードとしては、特許文献１に示すものが従来から知
られている。フードは透明な樹脂材から形成された中空円筒形状の管状部材である。フー
ドの外形形状は、内視鏡の先端部との連結部分からフードの先端側に向けて先細りになる
テーパ形状である。フードの先端には開口部が設けられており、生体鉗子や細胞採取用ブ
ラシ、異物除去用鉗子、洗浄用パイプ、注射針等、種々の処置具を、内視鏡の先端部の鉗
子口から開口部を経由して病変部等の処置対象物に適用して処置を行う。また、フードの
先端部がテーパ形状になっているため、咽頭や胃、結腸、十二指腸、食道等に挿入しやす
く、粘膜や血管の損傷を防ぐことができる。また、このフードは、内視鏡の先端部からの
観察距離を一定に保ちつつ、良好な観察領域を確保する等の役目も果たす。
【０００３】
　このフードの内周面に雌ねじ部が形成されており、この雌ねじ部が内視鏡の先端部の外
周面に設けられた雄ねじ部と螺合する。この雄ねじ部には、並目ねじが採用されている。
したがって、内視鏡の先端部に装着する際は、フードを回転させて先端部に螺合させる。
このように螺合させることにより、検査や処置や手術中に内視鏡の先端部に負荷がかかっ
た場合でも、患者の体腔内にフードが落下することなく安全に施術を行うことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実用新案登録第３０７７４７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上記のようなフードと内視鏡の先端部の取付構造を用いる場合、フードの装
着と脱離を繰り返すと、内視鏡の先端部の雄ねじ部のねじ山部が削れることにより装着部
における着脱強度や耐久性が低下するおそれがあるため、内視鏡の先端部は金属部材によ
り構成する必要がある。しかし、内視鏡の先端部を金属で構成した場合、高周波針状ナイ
フや高周波スネア等の電気伝導性を有する処理具を用いた高周波治療には、金属製の先端
部を使用することができない。一方で、内視鏡の先端部を樹脂材により構成して上記のよ
うに並目ねじを用いた取付構造を採用した場合、フードの着脱による並目ねじ山部の削れ
が発生しやすくなり、装着部における着脱強度や耐久性が低下するおそれが高くなってし
まう。
【０００６】
　また、内視鏡の先端部を樹脂材により構成してフードと内視鏡の先端部とを上記のよう
に螺合させる構成では、ねじ山部が削れたりフードおよび内視鏡の先端部の樹脂材が損耗
したりするため、装着部にねじ構造を有さない簡易な装着構成に比べるとフードと内視鏡
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の先端部の有効耐用期間は短くなる。したがって、フードと内視鏡の先端部の交換頻度は
高くなる。この場合、フードの交換は簡便に行えるものの、内視鏡の先端部の交換には修
理時間とコストがかかるおそれがある。
【０００７】
　本発明は上記に鑑みてなされたものである。本発明の目的は、フードと内視鏡の先端部
との取付構造において、高周波処置等を行うことができる内視鏡の先端部を採用しつつ、
強固な装着性を確保して着脱強度および耐久性を向上させ、かつ着脱による装着部への負
荷を軽減することができる取付構造を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る内視鏡の先端部におけるフードの取付構造は、中空円筒形状のフードが円
筒形状の内視鏡の先端部の外周面に該先端部から突出した状態で装着される、内視鏡のフ
ードの取付構造において、内視鏡の先端部は樹脂材で形成されており、フードは透明性を
有する樹脂材で形成されており、フードの内周面あるいは内視鏡の先端部の外周面のいず
れか一方に雌ねじ部が設けられており、他方に、該雌ねじ部と螺合する雄ねじ部が設けら
れており、雌ねじ部および雄ねじ部が丸ねじで構成されている。
【０００９】
　また、本発明によれば、中空円筒形状のフードが円筒形状の内視鏡の先端部の外周面に
該先端部から突出した状態で装着される、内視鏡のフードの取付構造において、内視鏡の
先端部は樹脂材で形成されており、フードは透明性を有する樹脂材で形成されており、フ
ードの内周面あるいは内視鏡の先端部の外周面のいずれか一方に雌ねじ部が設けられてお
り、他方に、該雌ねじ部と螺合する雄ねじ部が設けられており、雌ねじ部および雄ねじ部
が台形ねじで構成されていることを特徴とする内視鏡のフードの取付構造も提供すること
ができる。
【００１０】
　好ましくは、雄ねじ部が先端部の先端側に食付き部を有する。また、食付き部の食付き
角が２０°～３０°である。
【００１１】
　さらに、フードの内周面に設けられる雌ねじ部あるいは雄ねじ部の領域が、内視鏡の先
端部の外周面に設けられる雄ねじ部あるいは雌ねじ部の領域よりも広いことが好ましい。
これによって、フードは、雄ねじ部あるいは雌ねじ部が設けられる領域が異なる種々の内
視鏡の先端部に装着可能となる。また、フードの内周面に設けられる雌ねじ部あるいは雄
ねじ部の領域は、内視鏡の先端部の観察対象物あるいは処置対象物と対向する面よりもは
み出さないことが好ましい。これにより、はみ出した雌ねじ部あるいは雄ねじ部の凹部に
体液や血液等が入り込んで洗浄の手間がかかる等の問題を回避することができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る内視鏡の先端部におけるフードの取付構造によれば、ねじ山部の削れを低
減することで内視鏡の先端部とフードの着脱強度および耐久性を向上させることができる
。したがって、内視鏡の先端部の損耗を抑えて交換頻度を低下させることができる。また
、内視鏡の先端部を樹脂材により形成することにより、当該取付構造を用いた内視鏡を高
周波治療等の電気治療にも適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】（ａ）および（ｂ）は、本発明の第１の実施形態における内視鏡の先端部および
フードの概略を示す側面図である。
【図２】（ａ）および（ｂ）は、本発明の第２の実施形態における内視鏡の先端部および
フードの概略を示す側面図である。
【図３】（ａ）および（ｂ）は、本発明の第３の実施形態における内視鏡の先端部および
フードの概略を示す側面図である。
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【図４】（ａ）および（ｂ）は、本発明の第４の実施形態における内視鏡の先端部および
フードの概略を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明に係る内視鏡の先端部におけるフードの取付構造の実施の形態について、
図面を参照しながら詳細に説明する。なお、以下の説明において、各部材の先端とはそれ
ぞれ内視鏡の先端側の端部を意味し、各部材の基端とはそれぞれ内視鏡の基端側の端部を
意味するものとする。
【００１５】
　図１（ａ）および（ｂ）は、本発明の第１の実施形態におけるフードの取付構造の概略
を示す。図１（ａ）は、フード２を取り外した状態の内視鏡の先端部１を示す図である。
また、図１（ｂ）は、フード２を装着した状態の内視鏡の先端部１を示す図である。円筒
形状の内視鏡の先端部１は、電気絶縁性および生体適合性を有し、引っ張り強さ、降伏強
さ、弾性率等の機械的性質に優れ、耐衝撃性が高い、ポリフェニレンオキサイドやポリフ
ェニルサルフォン等の樹脂材により構成する。内視鏡の先端部１の処置対象物と対向する
面（紙面に垂直な面）には、いずれも図示しないものの、処置対象物の照明光用の照明レ
ンズの他、対物レンズ、送気・送水口、鉗子口等が設けられている。照明レンズは、照明
光を射出するためのレンズである。対物レンズには、処置対象物に照射された照明光の反
射光が入射する。送気・送水口は、送気によって患者の管腔を広げて視野を確保したり、
体液や出血などで対物レンズ表面が汚れて内視鏡の観察性能が低下した場合に、水を噴射
してレンズ表面の汚れを除去し、空気を送って対物レンズ表面の水滴を飛ばすことで視界
を回復したり、処置対象物の表面に空気を吹き付けて処置対象物の鮮明な観察画像を取得
したりする際に使用する。鉗子口は、種々の処置具を用いて生検や治療を行ったり、体液
や血液、送気・送水口から噴射した水等を吸い出したりする際に使用する。
【００１６】
　図１（ａ）および（ｂ）に示すように、フード２の雌ねじ部１１と内視鏡の先端部１の
雄ねじ部１０には台形ねじが採用されている。台形ねじは、ねじ山部の頂と谷底の切り取
りが大きく、並目ねじに比べてピッチが広い。すなわち、台形ねじは並目ねじに比べて１
ピッチ当たりの嵌合幅が広く、リードが長くなる。リードが長くなるため、フード２を少
ない回転数で内視鏡の先端部１に螺合させることができる。また、並目ねじを用いた場合
は、内視鏡の先端部の雄ねじ部のねじ山部が削れるおそれがあるが、本実施形態では台形
ねじを用いているため、そのようなねじ山部の削れを懸念する必要がない。
【００１７】
　フード２は、電気絶縁性および生体適合性を有し、透明性に優れ、強靱で切削性、成型
性に好適な、ポリカーボネート等の樹脂材を用いた透明な弾性体からなり、中空円筒形状
の管状部材として成形されている。フード２の一端の内周面には、内視鏡の先端部１の外
周面に設けられた雄ねじ部１０と螺合する雌ねじ部１１が掘削加工により設けられている
。そして、フード２は、内視鏡の先端部１から突出した状態に装着される。さらに、フー
ド２の他端の外周面はテーパ形状となっているため、体液や血液等がフードの外周に留ま
らずに先端へ流れ落ちやすくなり、内視鏡の視界を良好な状態で維持することができる。
内視鏡の先端部１のねじ山数は、内視鏡によって異なる場合があるため、図１（ｂ）に示
すように、フード２の雌ねじ部１１のねじ山数を、内視鏡の先端部１の雄ねじ部１０のね
じ山数より多くしておくのが好ましい。ただし、雌ねじ部１１が内視鏡の先端部１の観察
対象物あるいは処置対象物と対向する面よりも先端側にはみ出すと、はみ出した雌ねじ部
１１の凹部に体液や血液等が入り込み洗浄に不便であるため、雌ねじ部１１は、内視鏡の
先端部１の処置対象物と対向する面よりも先端側にはみ出さないように設けられることが
好ましい。
【００１８】
　図２（ａ）および（ｂ）は、本発明の第２の実施形態におけるフードの取付構造の概略
を示す。図２（ａ）は、フード４を取り外した状態の内視鏡の先端部３を示す図である。
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また、図２（ｂ）は、フード４を装着した状態の内視鏡の先端部３を示す図である。本実
施形態では、フード４の雌ねじ部１３と内視鏡の先端部３の雄ねじ部１２には丸ねじが採
用されている。内視鏡の先端部３を紙面と平行な断面で考えると、丸ねじの断面形状は上
向きの略半円弧と下向きの略半円弧とが交互に連続して嵌り合い、ねじ山部の頂と谷底が
曲線になるようにつながっている。丸ねじを用いることにより、並目ねじに比べてピッチ
が広くなるとともに、ねじ山部の頂から谷底までが曲面にて構成されるため、鋭角部分が
なく摩耗しにくい。なお、雄ねじ部１２と雌ねじ部１３以外の部分については、第１の実
施形態における内視鏡の先端部１およびフード２と素材および構造が同じであることから
、詳細な説明は省略する。
【００１９】
　図３（ａ）および（ｂ）は、本発明の第３の実施形態におけるフードの取付構造の概略
を示す。図３（ａ）は、フード６を取り外した状態の内視鏡の先端部５を示す図である。
また、図３（ｂ）は、フード６を装着した状態の内視鏡の先端部５を示す図である。本実
施形態では、内視鏡の先端部５の雄ねじ部１４において、先端から中途にかけて食付き部
１４ａが設けられている。したがって、雄ねじ部１４は食付き部１４ａおよび完全ねじ部
１４ｂとからなる。食付き部１４ａを設けることにより、食付き部を設けない内視鏡の先
端部の場合に比べて、内視鏡の先端部とフードの着脱を繰り返したときにおける雄ねじ部
の不完全ねじ部の損耗を抑え、内視鏡の先端部の耐久性をさらに高めることができる。こ
こで、食付き角は５°～３０°程度が有効であると考えられる。ただし、食付き角はねじ
のピッチ幅に影響し、ピッチ幅が広いほど食付き角の加工角度を小さくする必要がある。
また、不完全ねじ部の損耗を抑えるには内視鏡の先端部５の長手方向における食付き部１
４ａの長さが１ピッチ以上は必要となることや、加工角度が大きすぎると食付き部１４ａ
の不完全ねじ部の損耗を抑える効果が低下するおそれがあること等を踏まえ、食付き角は
２０°～３０°とするのが好ましい。なお、食付き部１４ａ以外の部分については、第１
の実施形態における内視鏡の先端部１およびフード２と素材および構造が同じであること
から、詳細な説明は省略する。
【００２０】
　図４（ａ）および（ｂ）は、本発明の第４の実施形態におけるフードの取付構造の概略
を示す。図４（ａ）は、フード８を取り外した状態の内視鏡の先端部７を示す図である。
また、図３（ｂ）は、フード８を装着した状態の内視鏡の先端部７を示す図である。本実
施形態では、第３の実施形態と同様、内視鏡の先端部７の雄ねじ部１６において、先端か
ら中途にかけて食付き部１６ａが設けられている。したがって、雄ねじ部１６は食付き部
１６ａおよび完全ねじ部１６ｂとからなる。食付き部１６ａを設けることによる効果や食
付き角については、第３の実施形態と同じである。また、食付き部１６ａ以外の部分につ
いては、第２の実施形態における内視鏡の先端部３およびフード４と素材および構造が同
じであることから、詳細な説明は省略する。
【００２１】
　以上が、本発明の実施形態に関する説明である。なお、上記の説明では、１条ねじを想
定して説明しているが、多条ねじを用いてフードの取付構造を構成してもよい。
【符号の説明】
【００２２】
１，３，５，７　　内視鏡の先端部
２，４，６，８　　フード
１０，１２，１４，１６　　雄ねじ部
１１，１３，１５，１７　　雌ねじ部
１４ａ，１６ａ　　食付き部
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